
応募者名：いわき市土木部土木課 

平成27年11月 

事業の名称： 都市計画道路新川町谷川瀬線整備事業 

実施都市名： いわき市 

様式３ 

第２８回 全国街路事業 

コンクール応募資料 



都市計画道路新川町谷川瀬線は、本市中心市街地の重要な
幹線道路であるが、現道が狭隘であったため、バス路線で
ありながら歩車道が分離されていないなど、幹線道路にふ
さわしい道路環境に乏しい状況であったことから、現道並
びに交差点の拡幅改良を行うとともに、電線類を地中化し、
円滑な都市内交通の確保と安全でゆとりある歩行空間を確
保し、良質な都市景観を創出するもの。 

  
事 業 名 称：都市計画道路新川町谷川瀬線整備事業 
 路 線 名  ：(都)新川町谷川瀬線 
事 業 箇 所：いわき市平字新川町地内～ 
           平谷川瀬字仲山町地内 
事 業 延 長：L=６５２ｍ 
 幅  員 ：W=２０ｍ 
事 業 費 ：約４３億円 
事業実施期間：平成１３年度～平成２６年※ 
  

 本路線は、一般国道６号と都市計画道路内郷駅平線ま
での区間について、官民協働で沿線の景観整備を重点的
に図る「景観形成重点地区（月見町新川町通り）」とし
て指定し、テーマを「月と川」とした景観形成基準を定
め、歩行空間の確保と沿道整備を行ったものであり、歩
道のバリアフリー化及び電線類の地中化と併せ、照明や
舗装の色合いで「月と川」を表現し、歩行空間の快適性
の向上と良質な都市景観の創出を図ったもの。 

事 業 目 的 

事 業 概 要 



事 業 位 置 図 

全体図（平面図・側面図・横断図） 
652m 

652 



交通量増減図
などを添付 

○事業概要 
  事  業  名 ：都市計画道路新川町谷川瀬線整備事業 
  路  線  名 ：都市計画道路新川町谷川瀬線 
  事 業 箇 所：いわき市平字新川町地内 ～ いわき市平谷川瀬字仲山町地内 
  事 業 延 長：６５２ｍ 
  幅    員：２０ｍ 
  総 事 業 費：約４３億円 
  事 業 期 間：平成13年度～平成26年度 

「整備効果」 
 
  ・歩行者と自動車の円滑な移動と安全性・快適性の向上 
 ・歩道のバリアフリー化と電線類の地中化による利用快適性の向上 
 ・景観に配慮した歩道空間の創出による都市環境・都市魅力の向上 
  
「その他の事業効果」 
 
・住民のまちづくりや景観に対する意識の向上 
・賑わい創出と市街地活性化への寄与 
 

都市計画道路新川町谷川瀬線の整備効果アピール資料 



平成13年頃撮影 

事業前写真３ 

事業前写真１ 

事 業 前 写 真 

平成１4年頃撮影 平成7年9月撮影 



事業後写真２ 

事 業 後 写 真 

平成27年3月撮影 

平成○年○月撮影 

平成○年○月撮影 
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